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　内径800mmを超える下水道管
路の清掃では，作業員が管路内に入
り人力で行います。下水道管路内で
の清掃作業は劣悪な作業環境で，さ
らに酸欠や有害ガスの発生，上流域
の豪雨による急激な水位の上昇など
多くの危険が内在しています。
　写真はグランド・スウィーパーによ
る下水道管内清掃の状況です。これ
により下水道管路内に作業員を配置
することなく，地上でテレビカメラの
映像を確認しながら，堆積物の粉砕，
吸引，移動を安全かつ効率的に行え，
さらに清掃作業員の負担軽減と安全
を確保することができます。

管清工業㈱

表紙の写真


